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インターネット時代を 

見抜けなかった地デジ化への投資   
 

最近では視聴率が１０％にも満たないテレ

ビドラマも珍しくなくなりました。電波のテ

レビ放送を見る人たちが減ってきていること

が大きな要因だといわれています。一方で、

Hulu、Netflix、Amazon プライムビデオ、

YouTube、ニコニコ動画、その他のインター

ネット動画配信サービスを利用する人たちが

増えてきました。つまり動画を見るという行

為がテレビ放送からインターネット・テレビ

へとシフトしてきているのです。私も、時間

があるときは、テレビではなく、YouTube で

過去のドキュメンタリーを見ています。この

インターネット・テレビへのシフトは、２０

１１年７月に地上波アナログ放送が地上波デ

ジタル放送（地デジ）へと全面的に切り替わ

った後、一段と加速しました。 

 

●インターネット・テレビは予想できた！ 

 ２０１１年までの地デジへの全面切り替

えが審議されたのは２００１年の国会でした。

そこでは、政府負担分の約８００億円とＮＨ

Ｋ・民放各社の投資による切り替え費用の総

額が１兆円以上にもなると試算されていまし 

た。しかし当時、すでに私はインターネット・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ時代が早晩やって来ると確信していま

したから、この予算委員会のとき、所轄の総

務大臣に「近い将来、インターネット・テレ

ビ時代になります。とすれば、地デジへの切

り替えに１兆円以上もの巨額の費用をかける

のは無駄ではないでしょうか」と質問したの

です。 

 これに対して「インターネット・テレビと

いうのはだいぶ先だと思いますよ。日本人は、

新しいものが好きですから地デジも爆発的に

はやります。だから無駄な投資ではありませ

ん」というのが総務大臣の答弁でした。 

 結局、この国会で地デジの法案が可決され、

以後、政府はその普及を図っていったものの、

現実には地デジへの切り替えに予想以上に資

金がかかり、当初８００億円と予想されてい

た政府負担分も２０００億円以上になりまし

た。この間、ブロードバンド（広帯域）のイ

ンターネットが急速な勢いで伸びていき、前

述したようにインターネット・テレビが普通

に見られるようになったのです。しかも今で

はパソコンだけでなくスマホやタブレットで

も見ることができます。現状のスマホの普及

ぶりを考えると、インターネット・テレビの

利用はパソコンよりスマホのほうが多いかも

しれません。 
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太田花卉市場を花卉産業振興議員連盟の役員と
して視察いたしました。日本で一番扱い額が大き
い花の市場です。 
２０１４年２月の積雪災害の際には、直ちに地

元のハウス農家（花卉、果樹、トマト、イチゴ、
胡瓜など）を訪問し、被害状況と農家の思いを国
会で取り上げ、官房長官ともやり取りをさせて頂
き、十分な政府の対策（総額１０００億円）を引
き出すことができました。今、多くの農家の皆様
が丹精込めた作物を出荷しています。今後も「地
元密着」で産業振興に努めて参ります。  



●最先端の情報環境に恵まれた会社員時代 

 私がインターネット・テレビの隆盛を２０

００年に予想できたのはパソコンやインター

ネットの黎明期からそれらに馴染んでいたか

らでしょう。私が仕事でマック（マッキント

ッシュ）というパソコンに最初に出会ったの

は１９８７年、海外駐在から帰国したときで

した。その部署では、部員１人に１台のマッ

クが与えられ、そのマック同士がアップルト

ーク（現在のＬＡＮ回線）で結ばれていまし

た。 

 当時、マックは１台１００万円もしました

し、それを社員１人ずつに配るというのは相

当な設備投資です。当時、私は偶然にも時代

の最先端の恵まれた情報環境にいたのでした。 

 そして、インターネットと出会ったのは１

９９４年、同じ会社の情報システム部に異動

したときです。当時、インターネットは出現

したばかりで、たまたま日本でも初めてのイ

ンターネット展示会（インターロップ）が開

かれました。インターネットを目の当たりに

して、「これは世界を変えるメディアだ」と直

感したのを今でもよく覚えています。 

 さっそく私も、会社で先輩の技術系社員に

頼んでブラウザソフトであるモザイクの試用

版を自分のマックにインストールしてもらい、

それからインターネットに日常的に接するよ

うになりました。たとえば、当時、アメリカ

のハイテクベンチャーに出資していましたの

で、仕事上、私もインターネットでその会社

の四半期ベースの決算書をチェックしていた

のですが、ずいぶん便利になったものだと実

感したものでした。 

 また１９９４年当時、私は鉄鋼業界の全国

組織である日本鉄鋼連盟の情報部会に参加し

ていました。そこで他の鉄鋼会社の技術部長

から「大島さん、インターネットを通じて英

語で技術的な質問をすると、世界中の関係者

からいろいろな答えが返ってくるんですよ」

といわれました。このように当時からインタ

ーネットにより世界中の人々と知識を共有で

きるようにもなったのです。 

 

●政治家は一次情報に接する努力をすべし 

 かつて、テレビ電話システムの構築では数

百万円もの費用がかかりました。今は、イン

ターネットで特別な料金がいらないテレビ電

話を使うことができます。周知のように、こ

れがスカイプです。私は地元事務所にいない

ときには朝の会議をスカイプで行っています。

海外にいてもスカイプなら地元事務所にいる

スタッフの顔を見ながら臨場感のある会議が

できるのです。しかもそれがスマホ１台あれ

ばできるのですから、本当に便利でコストも

安い時代になりました。 

 私が思うことは、政治家はつねに最先端の

情報に接する努力を惜しんではならないとい

うことです。しかもその情報は、役所から聞

いたとか、業界団体から聞いたとかいった二

次情報、三次情報ではなく、自分自身で直接

取材した一次情報でなければなりません。私

も国内外の工場や研究所を視察し、関係者か

ら直接話を聞くという活動をこれまで続けて

きました。それは今のように変化が激しい時

代にはなおさら求められる取り組みです。 

先日、大手情報通信企業の量子コンピュー

ターの研究所長と懇談しました。２０２０年

代には量子コンピューター（スパコンの９０

００兆倍の速度）が実現しそうです。明らか

に、テクノロジーの進歩で社会そのものが質

的に変異する時代が始まっています。 


